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土
に
な
る
禅―

鈴
木
正
三
に
学
ぶ
ー 

臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長 

花
園
大
学
総
長 

横
田
南
嶺 

鈴
木
正
三
年
譜 

 

天
正
七
年
一
五
七
九 

三
河
国
賀
茂
郡
足
助(

現
在
の
愛
知
県
東
加
茂
郡
足
助
町)

に
生
ま
れ
る
。
父
は
鈴
木
重
次
、
母

は
栗
生
筑
前
守
永
旨
の
娘
。
こ
の
年
愚
堂
生
ま
れ
る
。 

四
歳 

同
年
の
子
供
の
死
に
会
い
、
の
ち
長
く
死
に
つ
い
て
の
疑
問
が
続
く
。
織
田
信
長
死
す
。 

十
七
歳 

『
宝
物
集
』
を
読
み
感
動
。
真
理
追
求
の
た
め
に
は
身
命
を
も
惜
し
ま
ぬ
気
持
ち
を

起
こ
し
た
と
い
う
。 

二
十
二
歳 

本
多
佐
渡
守
の
部
下
と
し
て
信
州
で
戦
う(

関
ヶ
原
の
戦
い)

。 

二
十
九
歳 

実
子
・
重
辰
誕
生
。 

三
十
六
歳 

父
・
重
次
、
弟
・
重
成
、
重
之
と
と
も
に
、
本
多
出
雲
守
の
部
下
と
し
て
大
坂
冬

の
陣
に
参
加
。
冬
、
岡
崎
に
帰
る
。 

三
十
七
歳 

大
坂
夏
の
陣
に
参
加
。
の
ち
二
百
石
を
賜
る
。
江
戸
詰
と
な
り
駿
河
台
に
住
む
。 

こ
の
頃
、
貴
雲
院
に
万
安
を
訪
ね
、
曹
洞
宗
の
禅
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
ま
た
、
南
泉
寺
第
一

世
・
大
愚
に
参
禅
。 

四
十
二
歳 

江
戸
に
て
出
家
。
重
辰
、
重
成
の
養
子
と
な
り
、
猶
子
・
重
長
が
家
督
を
継
ぐ
。 

重
次
、
則
定
に
閑
居
。 

四
十
三
歳 

旅
に
出
、
広
く
名
僧
知
識
を
訪
ね
、
ま
た
畿
内
の
神
社
仏
閣
に
参
拝
。 

四
十
四
歳 

雪
窓
、
玄
俊
と
と
も
に
大
和
法
隆
寺
で
経
律
を
学
ぶ
。 

玄
俊
よ
り
沙
弥
戒
を
受
け

る
。 

四
十
五
歳 

三
河
国
千
鳥
山
に
入
り
工
夫
に
凝
る
。
荒
行
の
た
め
に
発
病
。
弟
・
重
成
の
す
す

め
に
よ
り
、
戒
律
を
捨
て
肉
食
。 

四
十
六
歳 

三
河
国
石
平
山
に
草
庵
を
結
び
、
坐
禅
弁
道
に
努
め
る
。
多
く
の
僧
俗
男
女
来
訪

し
聞
法
。 

五
十
四
歳 

三
河
国
石
の
平
に
仏
殿
を
建
て
石
平
山
恩
真
寺
と
名
づ
け
る
。
の
ち
吉
野
山
に
登

り
、
翅
出
の
行
者
を
見
て
そ
の
捨
身
の
行
に
感
激
。 

五
十
九
歳 

天
草
の
乱
に
重
成
・
重
辰
出
陣
。 

六
十
一
歳 

八
月
二
十
八
日
の
暁
、
廓
然
と
し
て
開
悟
。 

二
井
寺
を
再
建
。 
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六
十
四
歳 

天
草
に
行
き
、
三
十
二
の
寺
院
を
建
立
。『
破
吉
利
支
丹
』
を
書
き
、
各
寺
に
納
め

る
。
三
年
間
滞
在
。 

七
十
歳 
江
戸
に
出
る
。
教
義
の
研
究
に
努
め
、
ま
た
多
く
の
人
を
教
化
。 

七
十
四
歲 
熊
谷
氏
の
作
っ
た
牛
込
天
徳
院
境
内
、
了
心
庵
に
移
る
。『
修
行
之
念
願
』
を
書
き

『
万
民
徳
用
』
を
完
成
。 

七
十
五
歲 

弟
・
重
成
、
駿
河
台
の
自
邸
で
自
刃
。 

七
十
六
歲 

大
強
精
進
勇
猛
仏
に
随
喜
。
こ
の
年
万
安
、 

遷
化
。
隠
元
、
渡
来
。 

七
十
七
歳 

春
、
病
を
得
、
了
心
庵
を
返
し
駿
河
台
の
重
之
邸
に
移
る
。
六
月
二
十
五
日
午
後

四
時
頃
、 

示
寂
。 

 

『
驢
鞍
橋
』
よ
り 

一 

師
一
日
示
曰
、
近
年
仏
法
に
勇
猛
堅
固
の
大
威
勢
有
る
と
言
事
を
唱
ゑ
失
へ
り
。
只
柔
和

に
成
り
、
殊
勝
に
成
り
、
無
欲
に
成
り
、
人
能
く
は
な
れ
ど
も
、
怨
霊
と
成
る
様
の
機
を
修
し

出
す
人
無
し
、
何
れ
も
勇
猛
心
を
修
し
出
し
、
仏
法
の
怨
霊
と
成
べ
し
と
也
。 

 

二 

一
日
示
曰
、
仏
道
修
行
は
、
仏
像
を
手
本
に
し
て
修
す
べ
し
。
仏
像
と
云
は
、
初
心
の
人
、

如
来
像
に
眼
を
著
て
、
如
来
座
禅
は
及
べ
か
ら
ず
、
只
二
王
不
動
の
像
等
に
眼
を
著
て
、
二
王

坐
禅
を
作
す
べ
し
。
先
二
王
は
仏
法
の
入
口
、
不
動
は
仏
の
始
と
覚
ゑ
た
り
。 

然
れ
ば
こ
そ
、
二
王
は
門
に
立
、
不
動
は
十
三
仏
の
始
め
に
在
ま
す
。
彼
の
機
を
受
ず
ん
ば
煩

悩
に
負
べ
し
。
只
一
頭
（
ず
）
に
強
き
心
を
用
る
の
外
な
し
。
然
る
に
今
時
、
仏
法
廃
果
て
、

す
べ
悪
く
成
て
、
活
た
機
を
用
る
者
な
し
。
皆
死
漢
計
り
也
。
仏
道
に
は
、
活
漢
と
て
、
活
た

機
を
用
る
事
。
是
を
知
ず
殊
勝
に
成
、
柔
和
に
成
り
、
沈
み
入
て
仏
法
と
思
ゑ
り
。
或
は
悟
り

た
る
等
と
、
さ
も
な
き
事
を
鼻
に
上
、
狂
ひ
あ
り
く
者
多
し
。
只
我
は
殊
勝
げ
な
事
を
も
、
悟

り
げ
な
事
を
も
知
ず
、
十
二
時
中
、
浮
心
を
以
て
、
万
事
に
勝
事
計
用
也
。
何
れ
も
二
王
不
動

の
堅
固
の
機
を
受
、
修
し
行
じ
て
、
悪
業
煩
悩
を
滅
す
べ
し
と
、
自
ら
眼
を
す
へ
、
拳
を
握
り
、

歯
ぎ
し
り
し
て
曰
、
き
つ
と
張
懸
て
守
る
時
、
何
に
て
も
面
を
出
す
者
な
し
。
始
終
此
の
勇
猛

の
機
一
つ
を
以
て
修
行
は
成
就
す
る
也
。
別
に
入
事
無
し
。
何
た
る
行
業
も
、
ぬ
け
が
ら
に
成

て
せ
ば
用
に
立
べ
か
ら
ず
。
強
く
眼
を
著
て
、
禅
定
の
機
を
修
し
出
す
べ
し
と
。 

 



 

 

3 

（
浮
か
ぶ
心
の
種
類
が
あ
る
。
仏
や
神
を
敬
う
心
・
主
人
の
前
に
坐
っ
て
い
る
時
の
心
・
礼
儀

正
し
い
出
会
い
の
時
の
心
・
慈
悲
あ
り
正
し
く
す
な
お
な
心
・
仁
義
を
守
る
心
・
自
己
の
本
分

を
守
る
心
・
生
と
死
を
よ
く
見
極
め
る
心
・
戦
陣
に
の
ぞ
む
心
・
身
を
捨
て
て
仏
道
に
励
む
心
・

無
常
を
観
ず
る
心
・
念
仏
を
唱
え
る
心
・
経
典
や
真
言
陀
羅
尼
を
誦
す
る
心
・
仏
陀
の
教
説
や

祖
師
の
言
葉
に
注
目
し
究
明
す
る
心
・
公
案
を
工
夫
し
、
聖
胎
を
長
養
し
、
坐
禅
す
る
心
・
す

べ
て
悟
り
を
得
る
た
め
に
実
践
修
行
に
励
む
心
、
こ
れ
が
浮
か
ぶ
心
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
あ
ら

ゆ
る
苦
に
勝
つ
坐
禅
、
す
な
わ
ち
身
心
を
滅
却
し
て
安
楽
を
生
ず
る
安
楽
の
法
門
で
あ
る
。
） 

 

果
た
し
眼
『
驢
鞍
橋
』
巻
上
九
十
七 

一
日
示
曰
、
我
平
生
果
し
眼
に
成
、
八
幡
と
云
て
ね
ぢ
ま
わ
し
、
じ
り
じ
り
と
懸
る
機
に
成
て

居
る
。 

我
法
は
げ
に
と
出
家
に
は
移
り
難
か
る
べ
し
。 

只
武
士
に
移
る
べ
き
也
。
其
故
は
、

我
少
し
も
殊
勝
気
な
し
。
只
常
住
ね
ぢ
ま
わ
し
て
居
る
機
一
つ
を
用
ひ
得
る
計
り
也
。
我
法
は

ら
つ
は
仏
法
と
也
。 

 

と
き
の
声
『
驢
鞍
橋
』
巻
下
百
十 

「
一
日
去
処
に
て
示
日
、
仏
法
と
云
は
万
事
に
使
ふ
事
也
。
殊
に
武
士
は
鯢
波
坐
禅
を
用
べ
し

と
云
て
、
自
ら
観
波
を
作
給
。
其
座
に
不
三
有
、
ひ
し
と
此
機
を
受
。
師
、
後
に
其
意
を
聞
て

肯
之
。
」 

 

『
驢
鞍
橋
』
巻
上 

百
七 

一
日
、
去
る
侍
に
示
し
て
曰
く
、
始
め
よ
り
忙
敷
中
に
て
坐
禅
を

仕
習
ふ
た
る
が
好
き
。
殊
に
侍
は
鯨
波
の
中
に
用
ふ
る
坐
禅
を
仕
習
は
で
不
叶
。
鉄
砲
を
ば
た

ぱ
た
と
打
立
て
、
互
に
鎗
先
を
揃
へ
て
、
わ
つ
わ
つ
と
云
う
て
乱
れ
逢
ふ
中
に
て
、
急
度
用
ひ

て
爰
で
使
ふ
事
也
。
な
に
と
静
な
る
処
を
好
む
坐
禅
が
、
加
様
の
処
に
て
使
は
れ
ん
や
。
総
じ

て
侍
は
な
に
と
好
き
仏
法
な
り
と
云
ふ
と
も
、
と
き
の
声
の
内
に
て
用
に
立
た
ぬ
事
な
ら
ば
、

捨
た
が
よ
き
也
。
然
る
間
常
住
二
王
心
を
守
習
ふ
外
な
し
。 

 

『
驢
鞍
橋
』
巻
下
百
三
十
一 

師
始
室
を
閉
と
い
へ
ど
も
、
末
後
両
三
日
に
至
て
、
諸
人
の
見
舞
を
致
こ
と
を
許
給
。
時
に
、

一
僧
猶
法
要
を
示
給
ゑ
と
云
。
師
、
は
っ
た
と
瞋
（
に
ら
）
ん
で
曰
、
何
と
云
ぞ
。 

我
三
十
年
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云
こ
と
を
、
え
う
け
ず
し
て
、
左
様
の
こ
と
を
云
か
。
正
三
は
死
ぬ
と
也
。
其
後
法
要
を
問
者

な
し
。
時
に
明
暦
元
年
乙
未
六
月
二
十
五
日
、
申
の
刻
、
安
然
と
し
て
遷
化
し
給
也
。 

 

『
近
世
日
本
の
批
判
的
精
神 

中
村
元
選
集
第
七
巻
』
第
一
編
「
鈴
木
正
三
の
宗
教
改
革
精
神
」

「
従
来
、
日
本
の
多
く
の
仏
教
者
は
、
世
間
を
離
脱
し
て
、
山
林
の
う
ち
に
隠
棲
し
て
、
禅
定

を
修
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
念
仏
読
経
に
専
心
す
る
と
か
い
う
こ
と
が
、
仏
道
修
行
で
あ
る
と

考
え
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
た
と
い
都
市
に
い
て
も
、
寺
院
の
う
ち
に
居
住
し
て
、
世
俗
的
な

生
活
か
ら
離
れ
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
、
僧
侶
の
本
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
傾
き
が
あ
っ
た
。 

一
般
の
在
俗
信
者
は
世
俗
的
な
職
業
を
追
求
し
て
は
い
た
が
、
な
お
世
俗
生
活
と
信
仰
生
活
と

は
別
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
鈴
木
正
三
は
、
従
来
の
こ
う
し
た
見
解
に
反

対
し
て
、
世
俗
的
な
生
活
の
う
ち
に
仏
道
修
行
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。 

『
仏
法
修
行
は
、
諸
の
業
障
を
滅
尽
し
て
、
一
切
の
苦
を
去
る
、
此
の
心
即
ち
士
農
工
商
の
上

に
用
ひ
て
、
身
心
安
楽
の
宝
な
り
』
と
い
い
、
ま
た
『
仏
法
は
渡
世
身
過
に
使
ふ
宝
也
』
と
教

え
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
職
業
で
も
仏
道
修
行
で
あ
り
、
万
民
す
べ
て
そ
れ
に
よ
っ

て
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

『
何
の
事
業
も
、
皆
仏
行
な
り
。
人
々
の
所
作
の
上
に
お
ひ
て
、
成
仏
し
た
ま
ふ
べ
し
。
仏
行

の
外
な
る
作
業
有
る
べ
か
ら
ず
。
一
切
の
所
作
、
皆
以
て
世
界
の
た
め
と
な
る
事
を
以
て
し
る

べ
し
。
仏
体
を
う
け
、
仏
性
そ
な
は
り
た
る
人
間
、
意
得
あ
し
く
し
て
、
好
て
悪
道
に
入
る
こ

と
な
か
れ
。
』
か
れ
に
よ
る
と
、
い
か
な
る
職
業
も
絶
対
者
の
顕
現
な
の
で
あ
る
。 

絶
対
者
で
あ
る
唯
一
の
究
極
の
仏
の
顕
現
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
い
か
な
る
職
業
も
神

聖
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」 

 

『
驢
鞍
橋
』
巻
上 

九
十
八 

師
、
壬
辰
八
月
日
、
武
州
鳩
谷
宝
勝
禅
寺
に
至
る
、
時
に
近
里

の
百
姓
等
数
十
人
来
、
法
要
を
問
。
師
示
曰
、
農
業 

便
ち
仏
行
也
。
別
に
用
心
を
求
べ
か
ら
ず
、

各
々
も
躰
は
是
仏
躰
、
心
は
是
仏
心
、
業
は
是
仏
業
也
。
然
れ
ど
も
、
心
向
の
一
つ
悪
敷
故
に
、

善
根
を
乍
作
、
還 

地
獄
に
入
ら
る
る
也
。
或
は
憎
ひ
愛
ひ
樫
ひ
貪
ひ
抔
と
、
様
々
私
に
悪
心
を

作
出
し
、
今
生
日
夜
苦
み
、
未
来
は
永
劫
悪
道
に
堕
す
る
は
、
口
惜
事
に
非
ず
や
。
然
間
、
農

業
を
以
て
業
障
を
尽
す
べ
し
と
大
願
力
を
起
し
、
一
鍬
一
鍬
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
耕
作
せ
ば
、
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必
ず
仏
果
に
至
る
べ
し
。
只
天
道
に
万
事
任
せ
奉
り
、
正
直
を
守
て
、
私
の
欲
を
か
わ
く
べ
か

ら
ず
。
然
ら
ば
天
道
の
恵
み
に
て
、
今
世
後
世
と
も
に
よ
か
る
べ
し
。 

 

土
に
な
る 
死
に
習
う
『
驢
鞍
橋
』
巻
上
十 

 

一
日
、
去
遁
世
者
来
て
、
修
行
の
用
心
を
問
、
師
示
曰
、
万
事
を
打
置
て
、
唯
死
に
習
わ
る
べ

し
。
常
に
死
習
つ
て
死
の
隙
を
明
、
誠
に
死
す
る
時
、
驚
ぬ
や
う
に
す
べ
し
。
人
を
度
し
、
理

を
分
る
時
こ
そ
智
恵
は
入
れ
、
我
成
仏
の
為
に
は
、
何
も
知
た
る
は
怨
也
。
只
土
に
成
て
、
念

仏
を
以
て
死
習
わ
る
べ
し
。 

 

鈴
木
大
拙
『
日
本
的
霊
性
』 

「
こ
れ
は
幾
千
鍬
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
業
障
を
尽
く
し
得
る
と
い
う
義
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
一
鍬
ご
と
に
幾
百
千
劫
の
業
障
が
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。 

鍬
の
数
、
念
仏
の
数
で
業
障
を
ど
う
し
よ
う
、
こ
う
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

振
り
上
げ
る
一
鍬
、
振
り
下
ろ
す
一
鍬
が
絶
対
で
あ
る
、
弥
陀
の
本
願
そ
の
も
の
に
通
じ
て
い

く
の
で
あ
る
、
否
、
本
願
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。 

本
願
の
「
静
か
な
、
さ
さ
や
か
な
声
」
は
、

鍬
の
一
上
一
下
に
聞
え
る
の
で
あ
る
。
」 

「
農
民
に
と
っ
て
大
地
は
、
単
な
る
象
徴
で
は
な
か
っ
た
、
大
地
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
生
活
の

最
も
具
体
的
な
基
体
で
あ
っ
た
。
起
き
る
の
も
大
地
の
上
、
倒
れ
る
の
も
大
地
の
上
で
あ
る
、

人
間
の
心
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
究
極
的
な
安
心
の
場
は
な
い
。
更
に
ま
た
大
地
は
、
い
か
な
る

不
浄
を
も
黙
っ
て
受
入
れ
、
し
か
も
そ
の
汚
穢
を
清
浄
に
し
て
返
す
、
人
間
に
と
っ
て
こ
れ
ほ

ど
寛
容
で
有
難
い
存
在
は
な
い
。
こ
う
し
て
農
民
の
心
は
大
地
の
ま
こ
と
を
体
認
す
る
、
ま
こ

と
は
ま
た
宗
教
の
本
質
で
あ
る
、
農
民
の
心
が
宗
教
の
大
地
性
を
感
得
す
る
の
は
、
当
然
と
言

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
反
し
て
平
安
時
代
の
大
宮
人
は
、
大
地
か
ら
遊
離
し
て
い
た
、
大
地

の
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
霊
性
が
彼
の
う
ち
に
眼
醒
め
な
か
っ
た
の
は

こ
の
故
で
あ
る
。
」 

    

 


